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行政カを強め、事務能率をたかめ、市民サーピスの向上をはかるなどいろいろな意味から、その完成がまたれている新市庁舎は、昨年秋から

コ Yグリ{ト打ちにはいり、すでに議事堂をおえ、今月末地下一階地上三階の本館壬打ちおえるところまですすんだ。工事はほぼ予定どおり
進行中で B 億5，吉00万円〈用地費・建築費とも〉を投ずる草野市庁舎は、計illl どおり 10月末以前に完成、 11月から使用開始のはζびだo (写真左
手前が議毒事堂の一部、中央金， 3 踏までたちあがった本銭1E露である。

を

き
く

て
よ
切
っ

i
i

一
年
生
め
入
学
準
綴il
i

&
e時
品
兇
が
、
と
と
し
小
学
授
へ
入
学
す
る

e
と
い
う
串
福
感
を
か

み
し
酌
て
い
る
持
と
う
さ
ん
と
担
か
あ
さ
ん
へ

f
-

・
そ
の
し
あ
わ

せ
を
さ
ら
に
深
く
す
る
た
め
に
、
あ
友
た
の
も
っ
て
い
る
一
ま
つ

の
市
安
を
解
消
す
る
た
め
に
、
学
校
教
育
課
の
指
導
主
事
が
書
い

て
く
れ
た
一
女
号
潜
p

ま
す
。

門
学
校
教
育
際
一
回
一
年
生
の
入
学
準
備
と
し
て
は
、
女
学
が
議

げ
た
宮
、
数
の
計
算
が
正
確
に
で
曹
る
ま
え
に
、
ま
ず
、
健
康
と

議
事
的
な
し
つ
け
(
験
〉
が
身
に
つ
い
て
い
な
け
れ
ば
窓
り
ま
せ

ん
a健

緩
厳
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
こ
と
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、

た
し
か
め
て
く
だ
ざ
い
。
醐
醐
訴
顔
と
歯
み
が
曹
の
習
慣
。
醐
醐
四
月

末
こ
ろ
か
ら
給
食
が
始
ま
り
ま
す
。
た
ペ
物
の
好
意
嘗
ら
い
が
極

端
で
は
あE
ま
せ
ん
か
。
欝
ジ
ブ
テ
リ
ヤ
・
種
痘
・
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
反
応
な
ど
の
予
箆
震
は
。
怒
む
し
翠
へ
ん
と
う
せ
ん
m回

大
野
醐
蝉
炎
な
ど
の
治
療
は
し
て
あ
り
ま
す
か
。

し
つ
け
の
頭
は
い
ろ
い
ろ
あ
p

ま
す
。
倒
人
に
よ
っ
て
も
、
ず

い
ぶ
ん
ち
が
い
ま
す
。
と
く
に
集
団
生
諮
の
な
か
で
の
こ
と
を
考

え
て
く
だ
さ
い
。
醐
醐
本
中
道
具
の
あ
と
し
ま
つ
な
ど
、
身
の
ま
わ

む
の
こ
と
が
自
分
で
で
古
る
。
醐
醐
「
ハ
イ
」
と
い
う
へ
ん
じ
ゃ
、

「
こ
ん
に
ち
わ
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ
、
自
分
の
な
ま
え
を
は
っ
常

り
い
え
る
@
穣
友
だ
ち
と
〕
定
時
間
仲
よ
く
遊
べ
る
。
畷
ひ
と

D

で
南
醤
示
で
曹
、
手
洗
い
も
で
嘗
る
、
墜
安
全
な
道
路
の
章
一
吉
方

や
横
断
の
し
か
た
が
で
嘗
る
、
な
ど
。

学
習
湿
で
は
、
鐙
ひ
ら
が
な
で
自
分
の
な
ま
え
が
務
め
て
醤

け
る
。
醐
幽
ぬ
ま
で
の
数
が
か
ぞ
え
ら
れ
る
。
醐
幽
菅
井
か
ら
騒
い
で
、

そ
の
時
間
の
内
容
を
行
動
に
う
っ
せ
る
よ
う
に
慣
れ
さ
せ
る
。
醐
騨
好

き
な
絵
を
か
い
た
ら
好
ト
吉
台
惑
を
歌
っ
た
り
で
曹
る
。
繍
轡
自
然
の

事
象
に
間
関
心
を
持
つ
よ
う
に
ナ
る
。

以
上
の
ほ
か
、
登
校
下
授
の
選
践
を
決
串
て
お
く
と
と
、
一
日

入
学
な
ど
で
学
校
や
先
生
を
よ
く
諾
て
お
く
こ
と
、
必
襲
攻
学
用

品
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
入
学
ま
で
に
お
知
ら
せ
す
る
の

で
、
指
示
の
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
な
ど
が
必
設
で
す
。
教
副
副
議

は
、
入
学
式
の
当
日
、
無
償
で
学
授
か
ら
臨
む
ま
す
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
や
、
相
談
ど
と
は
滋
樹
胞
な
く
入
学
す
る
学
校

の
先
生
と
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。
お
子
さ
ん
の
健
闘
鵬
と
、
よ
い

期
間
鑓
@
性
格
が
、
犬
舎
く
な
っ
て
、
お
子
さ
ん
の
学
力
や
人
間
向
性

を
支
え
る
義
援
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
曹
り
同
時
機
し
て
、
大
ら
か

に
、
子
ど
も
の
夢
を
神
ば
し
て
い
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。



第
三
校
舎

二
期
工
事

一
一
昨
一
ニ
十
八
年
最
後
の
市
議
会
定
例
会
は
、
十
二
月
十
一
一
一
包
議
事
堂
に
開
会
、
会
期
九
日
開
聞
を
も
っ
て
①
昭
一
一

一
一
和
一
一
一
十
七
度
各
会
計
の
決
算
を
家
認
し
た
あ
と
、
②
一
般
会
計
に
一
億
一
一
一
千
三
百
万
円
を
増
額
ナ
る
第
五
一
一

一
一
次
追
加
箆
正
予
算
、
②
沼
地
区
万
田
口
貝
塚
留
地
に
今
窪
度
市
営
佳
宅
一
一
一
十
戸
を
建
逗
ず
る
案
、
③
一
屈
指
警
小
一
一

一
一
第
一
一
一
校
舎
第
二
期
工
事
の
着
工
④
一
締
締
公
民
館
新
築
工
事
の
着
工
、
⑤
住
日
出
表
示
の
方
法
と
と
れ
を
行
本
一
一

一
一
ぅ
隠
域
を
府
市
内
と
す
る
索
、
⑤
公
務
災
害
補
犠
畿
の
引
曹
上
げ
を
内
容
と
す
る
条
例
の
改
正
一
車
交
と
を
…
一

二
審
議
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
一
一

第
三
校
害
第
一

と
を
嘗
め
た
も
の
。

年
度
か
ら
二
カ
年
、
一

万
円
で
須
賀
の
来
護
産
業
が
受
診
。

鉄
筋
一
一
一
階
建
て
延

A
一
干
二
百
十
一

平
方M
、
営
道
致
事
一
こ
の
ほ
か
、 科

・
音
楽
・
被
服
・
認
理
各
特
別
教

室
と
凶
つ
の
準
備
室
な
ど
。
完
成
は

八
月
末
の
予
定
。
第
一
一
一
校
舎
と
給
食

事
一
の
臨
に
残
っ
て
い
る
老
朽
校
舎
は

東
側
半
分
を
緯
体
し
ま
す
。

港
地
区
美
化
推
進
蚕
員
会
門
委
員
長
れ
は
会
部
で
五
十
箆
ほ
ど
。
地
区
内
の
ミ
ル
ク
の
あ
き
か
ん
を
も
ら
い
あ
つ
め
く
ふ
う
で
、
み
ご
と
に
地
区
内
の

杉
山
大
一
氏
)
は
、
一
一
一
十
八
年
度
の
美
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
家
滋
か
ら
、
ド
ラ
イ
委
員
会
で
携
造
平
ス
タ
イ
ル
を
椙
談
、
の
お
役
に
た
っ
た
と
い
え
、

化
運
動
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
須
賀

地
区
内
の
ほ
と
ん
ど
の
バ
ス
停
密
所
に

た
ば
こ
の
吸
い
殻
入
れ
を
取
り
つ
け
、

県
下
で
も
め
ず
ら
し
ア
イ
ヂ
ア
と
し
て

注
歯
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
取
り
付
け
ら
れ
た
吸
い
殺
入
パ
ス

き

帯
決
算
審
驚
同
前
田
和
一
一
一
十
七
一
年
度
各
会
一

罰
の
決
算
報
告
を
よ
穫
、
今
議
会
第
一

一
一
回
目
の
十
二
月
十
六
日
、
各
派
代
一

一
宮
西
名
に
よ
る
総
括
質
問
闘
を
行
な
っ
一

た
の
ち
決
摸
特
別
委
(
委
員
長
藤
沢
一

俊
範
議
員
)
を
設
切
で
審
査
を
統
一

け
、
間
十
八
日
次
の
意
一
売
を
付
し
て
一

と
れ
を
認
定
し
ま
し
た
。
門
付
世
情
意
一

見
凶
各
決
算
と
も
お
お
む
ね
適
正
な
一
円

V消
紡
極
員
等
公
務
祭
両
官
補
綴
条
例
の
一
七
省
内

l
八
百
去
十
月
ハ
四
百
七
十
一
ま
で
に
、

る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
が
、
監
査
萎
一
一
部
改
定
・
消
紡
、
水
路
、
災
官
官
対
一
八
月

l

六
百
六
十
九
母
。
一
般
人
一
い
番
地
制
を
爵
止
し
、

員
に
書
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
一
護
憲
警
と
の
し
ど
と
に
た
ず
一
は
七
百
円

1

一
千
円
。
一
首
七
十
円
一
名
単
位
に
住
居
一
抽

は
、
今
後
と
も
十
分
に
留
意
の

5

ぇ
、
一
ざ
わ
つ
た
人
が
公
務
災
害
を
受
砂
、
一
六
百
円
)
。
支
給
額
は
以
上
の
臼
額
一
こ
と
に
な
り
ま
し
た

0

2

一
そ
の
蓄
を
尊
重
し
、
霊
な
財
源
一
生
業
を
休
ん
だ
と
き
な
ど
に
支
給
す
一
に
休
業
日
数
を
か
け
毒
の
六
十
パ
と
れ
に
つ
い
て
は
、
昨

一
の
確
保
と
予
算
暴
露
な
執
行
を
一
石
市
の
損
害
繍
償
額
の
引
き
上
げ
を
一
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
に
説
明
し
「

領
せ
ら
れ
た
い
。
と
く
に
事
業
主
主
た
も
の
。
警
書
、
喜
豆
高
霊
室
行
な
う
精
霊
感
設
の
一
芸
譲
宅
の
翠
・
一
一

の
米
執
行
に
つ
い
て
は
、
注
意
を
嘉
一
長
が
日
額
}
干
六
十
円
か
ら
一
平
一
一
一
決
定

a
昭
和
一
一
一
十
七
年
に
制
定
を
み
一
市
営
住
宅
と
し
て
、
明

ね
、
今
後
の
予
算
執
行
に
万
全
を
は
一
首
十
円
〈
前
七
百
五
十
五

m円
か
ら
九
一
て
い
る
住
{
居
表
示
に
関
ナ
る
法
揮
に
一
間
四
滋
留
地
に
、
第
一
閣

か
ら
れ
た
い
。
一
百
八
十
円
)
、
磁
記
長
が
九
百
四
十
一
も
と
づ
い
て
、
住
居
表
示
を
行
な
う
一
造
十
戸
分
、
第
二
種
輔

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
広
報
紙
一
月
号
一
円

i

一
千
九
十
円
(
前
七
百
七
円

1

一
区
域
を
旧
市
内
全
域
と
し
、
そ
の
方
一
二
十
戸
分
、
計
三
士
一
{

紙
上
で
、
財
政
事
情
の
一
部
と
し
て
一
九
百
八
月
〉
、
分
団
長
・
部
分
間
長
一
法
は
県
下
共
通
の
方
針
ど
お
り
街
区
一
と
と
を
決
め
た
も
の
。
第
一

括
曹
ま
し
た
。
ど
参
照
く
だ
さ
い
。
一
・
部
長
・
斑
長
が
八
百
二
十
円

l

九
一
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
を
正
式
に
決
一
一
戸
建
て
一
一
む
お
、
一
戸
当
か

マ
鎖
醤
小
学
校
第
三
校
舎
新
築
第
一
一
期
一
百
七
十
円
(
五
百
九
十
二
月

i

七
百
一
定
し
た
も
の
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
塚
一
六
平
方

M州
、
第
二
援
は
函
百

工
事
・
既
存
の
鉄
筋
校
舎
の
東
側
に
~
八
十
一
一
一
円
)
、
消
防
員
・
水
紡
露
が
一
市
の
市
街
地
は
、
沼
和
四

T
一
年
度
一
む
抱
一
戸
当
た
わ

J一
一
一
十
二
平
方
針
、

い
ず
れ
も
平
家
建
て
。
今
年
度
八
日

設
費
は
宅
地
道
成
自
民

e

事
務
費
・

設
費
あ
わ
せ
て
二
千
一
一
一
白
六
十
ふ

向
。
一
月
来
着
工
、
六
月
完
成

m

定
。
建
設
課
の
説
明
に
よ
る
と
、

同
国
間
同
窓
聞
に
は
一
一
一

γ
九
年
度
分
、

向崎のよ王の中E室、とtl.蓋所晶との寝台差是切むひらをき、市

立7番自の新設岡崎公民館の建設がすすんでいる J毒

紫{立通称161l!J耕地につ1ながる包ん{まで銚望がよい。

1民
委
員
の
奉
仕
で
つ
く
り
あ
げ
た
も
の
で

み
ど
り
色
で
ぬ
ら
れ
、
そ
の
表
磁
に
臼

で
吸
い
殻
入
れ
の
表
示
が
あ
る
も
の
。

バ
ス

停
留
所
付
近
を
や
む
に
、
吸
い
設
の
散

ら
か
り
は
ぐ
っ
と
へ
っ
て
、
利
用
者
の

開
聞
に
も
好
誌
を
得
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。赤

ち
ゃ
ん
の
の
ん
だ
ミ
ル
ク
の
あ
き

か
ん
が
、
美
化
蚕
白
聞
の
ち
ょ
っ
と
し
た

所
得
税
と
住
民
税
に
共
同
窓
口

一
一
一
月
は
、
市
県
民
税
の
ほ
か
所
得
税
一
事
業
税
に
つ
い
て
も
申
告
す

市民税と県民税

盟

韓量出接招談巡回段差呈日

3 月 2 日 九日出張所筒椅産量協
Q 3 日 金百出張所金田出張所

ﾟ 48 こと崖吉川、学佼 王宮沢小学校

ﾟ 5 臼神間出張所城島出張所

グ 古田中頭公民書官四之宮公民館

グ 9 百 八申書公認官官 壁面公民館
u 108 大野支所

間 E 各会場とも午前官時から午
4 時まで。

だれにも替えない心留

ととをそっと訴えてい

ただくー毎月第 1
月時富由時一15時 e
事務所・民生委長竃ほか

人様擁護委員が専門的

な法律のと相談に応じ

まナ…毎月第 1 ごと綴・

13時から、議事蛍第 2
会議室(担当市箆諜)

蓄量資 綴. 18オ以上25才未満の健康な男子

機本 穣 e 初任給 1 1， 4∞円の予定

重富期 罪悪. 2 月 29日まで

富寵試 験・簡単友銀書官試験および身体検査

題聾志願申込・市役所市民諜庶務係または自衛隊神奈川地方選絡部に申し出てください。
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館
野
守
男
氏
一
一
一
地
区
を
対
象

が
講
演
一
も
え
な
い
ご
み
の
定
期
処
塗

ニ
十
七
穏
に
箇
速
の
つ
ど
い
一
清
掃
諜
は
、
も
え
な
い
ご
み
の
特
別
庭
で
は
、
刻
表
に
指
定
す
る
自
に
、
も

一
収
集
を
許
溜
的
に
行
恋
う
こ
と
と
し
、
え
な
い
と
み
の
灰
や
ガ
ラ
ス
、
瀬
戸
物

量
協
会
平
塚
支
部
門
支
部
長
選
一
昨
年
末
、
こ
の
た
め
の
専
用
収
集
車
一
の
建
書
充
、
喜
び
室
与

市
長
園
会
員
六
百
二
十
名
〉
は
、
二
月
一
輩
出
明
人
し
た
の
に
続
い
て
、
一
月
、
を
次
の
要
領
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

i

二
十
七
日
午
後
一
時
か
ら
、
市
民
セ
ン
一
も
え
な
い
と
み
の
処
理
門
最
設
を
発
表
〈

A
O
積
み
込
み
に
便
利
な
よ
う
に
日

夕
i

ホ
ー
ル
で
留
遠
の
つ
ど
い
を
ひ
ら
一
し
ま
し
た
。
当
面
対
象
区
一
畳
、
定
日

ζ
ん
旬
し
、
指
定
場
所
へ
収
集
当
日
日

き
ま
す
。
当
日
は
、N
H
K
解
説
委
員
一
容
器
収
集

4ぜ
ん
付
な
っ
て
い
る
地
域
を
中
の
午
前
九
時
ま
で
に
出
し
て
お
く
こ

4
a

野
守
男
氏
がe
最
近
の
国
際
槽
勢e
一
心
に
、
地
区
組
織
と
清
掃
課
と
の
潤
に
と
。

(
B〉
収
集
門
忌
惑
天
候
や
祭
品
一

つ
い
て
書
す
る
ほ
か
、
ァ
ト
ラ
タ
一
襲
が
成
立
し
た
平
一
一
一
菱
重
定
自
に
あ
た
る
と
重
量
を
一
騎
李
戸
」

ヨ
ン
と
し
て
大
陵
町
制
関
長
狂
四
髭
一
し
て
お
り
、
と
れ
ら
の
地
区
に
は
、
毎
る
。

(
C〉
昨
年
も
こ
の
特
別
収
集
山
一
地

入
場
無
制
判
。
一
月
一
砲
の
劉
で
、
特
別
収
集
を
ふ
り
む
を
行
な
っ
て
い
た
地
区
の
指
申
告
鋼
所

j
甲

一
け
る
計
溜
で
ナ
。
今
回
発
議
か
ら
も
れ
は
い
ま
ま
で
ど
お

D

で
あ
る
e

ト
一

一
た
一
地
域
の
も
え
な
い
と
み
に
つ
い
て
は
×
×

一
地
元
と
の
協
力
態
抽
円
か
で
古
る
ま
で
、
あ
ら
た
に
、
も
え
な
い
ご
み
の
特
別

一
審
と
萩
の
年
一
一
回
程
度
、
そ
の
つ
ど
協
収
集
を
諦
翠
す
る
地
区
は
、
持
ち
出
し

一
議
の
か
た
ち
で
収
集
計
画
を
た
て
る
こ
場
所
を
自
主
的
に
協
議
し
て
嘗
め
、
閉
山

と
に
し
て
い
ま
す
。
留
に
し
て
、
清
掃
課
へ
と
積
一
談
く
だ
ざ

今
凶
…
対
象
区
域
と
な
っ
た
地
区
の
甲
車
い
。

海岸(松風間J)地区・虹ケ浜・港域ケ丘

乎塚 2 1K'平塚 3 1K圃平塚 8 IK (24軒町〉
立野町ー共済続院付近

ま
ず

第 148 号

長
一
一

富士見第 5 区・平塚 4 1K .西{中町・柳町

桃浜町・黒部丘

崇善一区・不動会 e 宮松町・宝置T
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名
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区

下
で
も
は
じ

て

の

め

ケ

ス

(第 3 額郵便物認可〉

平
塚
市
青
少
年
問
題
協
議
会
(
会
議
一
み
ず
か
ら
の
う
ち
に
自
信
と
、
穏
愛
の
一
は
夜
勤
す
る
満
二
十
才
ま
で
の
青
少
年
一
め
ら
れ
他
の
手
本
と
怠
る
者
、

加
藤
市
長
)
は
、
一
月
二
十
八
日
、
議
一
槽
と
、
よ
む
よ
い
市
民
と
な
っ
て
い
く
一
で
、
次
に
該
当
す
る
行
な
い
の
あ
る
者
一
友
行
な
い
の
あ
ふ
れ
る
者
、
弘

撃
墜
に
委
員
、
幹
事
合
同
会
議
を
ひ
ら
一
た
め
の
心
ど
を
宵
て
て
い
っ
て
く
れ
る
一
①
市
民
の
ぽ
と
り
と
す
る
青
少
坪
(
そ
一
と
れ
に
準
ず
る
者

V

意
、
一
一
一
十
八
草
度
事
業
の
経
過
報
告
を
一
と
と
を
期
待
ナ
る
も
の
で
、
青
少
骨
の
一
の
行
な
い
が
市
民
の
ぽ
と
り
と
な
る
一
よ
い
脊
少
年
と
し
て
縫
間
附
さ
れ
た
者

検
討
し
た
あ
と
「
よ
い
青
少
年
を
た
た
一
よ
い
行
友
い
は
、
で
君
る
こ
と
な
ら
の
一
事
跡
愛
一
訳
し
た
者
、
そ
の
怖
と
れ
に
一
に
つ
い
て
市
長
は
、
脅
少
年
問
題
協
議

え
る
運
動
」
を
あ
ら
た
に
行
な
う
こ
と
一
と
ら
ず
キ
ャ
ッ
チ
し
、
余
市
民
の
ま
え
一
準
ず
る
者
)
。
一
会
の
審
査
会
に
は
か
り
、
そ
の
う
え
で

晶
子
苦
め
、
実
施
に
う
つ
し
ま
し
た
。
向
一
で
た
た
え
て
い
き
た
い
と
し
て
い
ま
一
②
弱
気
、
親
切
を
示
し
た
脊
少
年
ハ
ひ
一
賞
状
と
記
念
話
を
贈
っ
て
そ
の
行
な
い

協
議
会
は
、
車
問
少
年
の
自
覚
を
た
か
め
子
。
こ
の
た
め
、
学
苧
関
係
行
政
機
…
と
に
す
ぐ
れ
炉
勇
気
を
示
し
た
と
笠
を
た
た
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま
ナ
。

る
運
動
平
、
働
く
背
掛
年
の
保
護
運
一
闘
で
民
間
諸
関
山
悼
の
協
力
を
求
串
る
の
一
め
ら
れ
る
者
、
ひ
と
に
献
身
的
に
親
一

2
1
・
2

動
、
畿
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
一
連
の
一
は
も
ち
ろ
ん
、
友
人
ど
う
し
、
隣
近
一
切
で
あ
っ
た
り
筒
績
を
開
明
る
く
し
た
一
ー
ー
ル
く
、
課
説
事
務
の
支
障
と
も
な
る
わ
け
一
回
閣
に
、
記
号

a
番
号
a
住
所
a
氏
名

立
弓
詩
訪
れ
は
一
円
臨
時
月
刊
誌
封
一
ド
ー
あ
ふ
れ
る
育
建
議
一
期
韓
三
月
一
一
日
投
科
目
均
約
一
日
持
諮
問
訪
日
向

い
行
な
い
を
積
極
的
に
鎮
賞
し
て
明
る
一
の
推
薦
を
求
め
た
い
ど
呼
び
か
け
て
い
一
心
に
あ
ふ
れ
そ
の
行
な
い
が
人
の
三
市
・
県
民
、
を
安
{
〕
ま
す
。
一
市
都
市
計
一
蹴
錬
あ
て
送
る
こ
と
。

[
e

い
社
会
建
設
の
心
を
育
て
て

E

う
こ
一
ま
す
。
一
本
と
若
者
、
公
共
物
量
し
そ
の
一
税
富
告
出
さ
な
し
と
と
こ
で
市
霊
税
率
署
長
と
す
童
六
月
中
旬
本
経
に
入
選
発
表
言
語
道
に
か
え
て
、
霊
事
一
応
援
会
衣
類
喜
一
一
個
、
平
塚
新
宿

と
に
し
た
も
の
で
す
。
と
の
運
動
は
、
一
あ
な
た
の
付
近
、
ぁ
実
の
知
る
額
一
保
全
こ
、
つ
も
む
か
芸
、
る
者
、
一
一
を
行
宮
、
質
量
入
選
一
点
二
十
一
務
所
へ
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
寄
章
一
報
告
一
水
聖
書
警
一
喝
江
章
生

一
一
;
、

?
J

一
語
一
一
平
九
年
度
耐
震
税
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
さ
な
り
ま
し
た
。
ち
か
く
お
手
互
会
、
①
一
三
十
八
年
度
中
に
所
長
一
し
ま
す
。
一
総
会
衣
類
八
匂
川
崎
工
業
高
校
長

郡
山
…
一
百
五
詰
提
出
一
出
諮
問
ザ
一
誌
控
訴
詰
詰
五
日
刊
誌
一
回
収
品
目
訪
れ
れ
一
一
戸
時
間
関
川
一
甲
山
盟
主
計
十
一
鵠
喪
中
鑓

一
一
レ
川
、
一
払
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
震
ま
で
は
か
な
ら
ず
申
告
を
す
ま
せ
よ
君
、
税
務
課
で
は
と
警
護
費
控
除
な
ど
を
受
け
よ
う
と
一
一
長
須
告
も
と
ざ
ん
望
書
長
一
足
、
大
磯
町
渡
会
国
晶
子
さ
ん
一
干
六

×
一
葉
の
雪
推
薦
君
事

2
3

長
し
て
レ
る
者
病
窓
会
一
く
に
注
警
出
し
て
い
ま
す
。
夏
、
雲
の
一
他
申
告
書
露
呈
作
品
の
一
雲
量
産
す
る
と
一
霊
山
口
平
八
氏
六
百
円
、
喜
十
七
月
金
旭
中
一
笠
ハ
総
長

青
少
年
車
協
議
室
主
語
、
平
塚
一
明
記
の
う
え
、
市
長
あ
て
お
知
ら
せ
く
一
体
障
害
・
災
警
に
め
げ
ず
自
立
の
一
一
受
け
た
人
な
ど
で
す
。
以
上
に
該
当
ナ
一
と
が
あ
る
。
一
妻
子
・
霊
幸
夫
野
喜
一
一
夜
八
十
八
円
、
早
稲
田
大
学
平
薬

事
実
施
主
体
と
な
っ
て
行
な
う
こ
と
玄
ぃ
。
長
を
と
い
ま
せ
由
。
い
っ
一
努
力
車
け
て
い
る
者
、
そ
の
他
ふ
と
の
点
に
つ
い
て
税
務
諜
で
は
、
昨
一
申
童
話
、
大
部
分
の
人
が
期
限
内
一
行
な
わ
ず
税
務
課
震
が
参
上
し
て
実
態
一
る
人
で
あ
っ
て
、
申
告
震
が
と
ど
か
一
議
襲
警
で
、
建
設
量
箇
な
と
一
千
円
、
警
史
苦
手
用
品
一
門
会
一
一
一
方
向
、
書
道
雲
一
千

に
な
っ
た
「
よ
い
青
少
年
を
た
た
え
る
一
玉
、
発
見
し
次
第
、
報
告
し
て
く
だ
一
れ
に
準
ず
る
き
。

τ堂
、
童
書
び
し
く
し
て
お
一
申
告
を
す
ま
せ
た
も
の
の
、
申
告
義
務
一
調
査
を
行
な
い
課
税
し
ま
し
た
。
と
の
一
な
い
人
が
あ
っ
た
ば
あ
い
は
、
市
役
所
一
員
の
人
は
二
一
干
円
切
手
間
封
の
う
一

i

諮
問
諸
諸
問
百
件
間
十
時
一
品

4稿
料
議
官
日
間
引

運
動
」
は
、
腎
少
年
の
よ
い
行
な
い
を
一
ざ
い
。
一
⑤
襲
、
賓
任
、
努
力
が
認
め
ら
れ
る
す
、
こ
と
し
も
条
例
の
規
定
ど
お
り
処
一
室
っ
た
人
の
う
ち
約
二
パ
ー
立
芸
大
半
の
人
は
襲
撃
み
を
納
税
一
税
務
課
市
民
税
係
か
革
・
出
張
所
生
ぇ
、
霊
事
務
局
ハ
都
市
益
課
)
へ
一
図
書
一
万
円
、
平
塚
新
宿
小
林
一
詰
ま
ら
一
千
円
、
大
葉
山
ポ

た
た
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
青
少
年
が
門
震
基
準
回
市
忠
義
在
学
芝
一
脊
少
年
(
襲
-
言
・
努
力
が
認
渡
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
監
の
一
ト
、
喜
四
十
基
が
つ
い
露
呈
す
れ
ば
よ
い
人
で
あ
っ
た
事
、
実
際
一
塁
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
給
与
九
申
し
込
ん
で
く
だ
ざ
い

e

て
の
え
さ
ぬ
一
千
円
、
富
士
霊
一
会
一
一
了
一
平
六
十
円
衣
類
平
二
点
、

一
一
日
糠
学
校
一
間
二
干
丹
、
富
士
見
地
一
平
塚
新
宿
山
下
さ
ん
ほ
か
一
名
二
千

に
は
五T
世
帯
が
、
諸
控
除
を
認
め
な
一
得
者
の
う
ち
、
給
与
ー
か
ら
市
県
民
雲
仙
区
十
組
子
供
ム
譲
誌
七
十
向
。
一
円
、
江
務
中
十
八
子
供
会
第
二
混
一

い
と
す
る
量
を
章
、
ふ
だ
ん
よ
り
一
ざ
し
ひ
か
れ
て
い
る
人
で
、
給
与
以
外
曹
襲
た
す
け
晶
い
遼
警
直
接
福
紘
一
千
円
、
黒
部
丘
重
量
豊
富
円

高
い
税
金
言
う
震
と
な
っ
て
い
一
の
所
得
の
な
か
っ
た
人
は
申
告
す
る
必
襲
警
へ
寄
せ
ら
れ
た
も
の
ハ
賢
一
議
~
計
器
畑
地
ー
か
駒
郡
抗

手
。
襲
ナ
る
人
が
自
主
利
益
三
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
号
の

3
5
2
i

一
六
百
円
、
重
量
英
子
ざ
ん
一
干

引
宮
起
こ
す
こ
と
に
な
る
ば
か
む
で
な
一
妙
安
寺
御
会
式
額
四
百
徒
一
間
二
千
円
一
九
百
四
十
五
円
、
喫
茶
リ
ズ
支
混
入

妙
市
宮
寺
役
員
一
向
五
千
円
、
小
鍋
島
一
能
勢
弘
樹
氏
ケ

i
キ
濁
十
五
倍
、
平

安
藤
ツ
カ
さ
ん
一
千
円
、
平
塚
ラ
イ
一
塚
新
宿
三
階
亀
吉
氏
七
百
五
十
円
、

オ
ン
ズ
グ
ラ
ブ
七
万
一
一
一
平
問
、
四
之
一
八
遺
咲
町
子
供
会
一
平
四
百
円
、
十

宮
畏
島
与
四
郎
記
二
百
円
、
犬
神
青
一
添
田
属
労
組
一
一
一
千
二
百
二
十
円
事
務
服

木
好
雄
氏
一
万
一
千
二
百
円
、
神
間
間
一
四
十
点
、
馬
入
木
村
申
出
動
車

K
K
衣

申
告
徒
会
一
向
一
一
一
千
百
五
十
円
、
平
一
類
一
一
包
、
平
塚
新
宿
山
田
イ
ネ
ぎ
ん

塚
新
宿
大
京
女
子
ざ
ん
二
干
問
、
平
一
一
一
一
千
円
、
片
隠
沢
田
交
一
江
ざ
ん
五
百

緩
地
区
労
働
組
合
協
議
会
八
万
六
十
一
円
、
八
鱗
宮
沢
芳
治
誌
衣
類
一
日
由
。

円
、
務
水
小
鬼
童
会
去
半
問
、
察
善
一
軍
進
和
学
霞
〈
・

2
・3

小
児
重
会
二
千
肉
、
江
陽
中
長
徒
会
一
平
塚
田
宮
藤
幻
鬼
一
田
町
出
干
五
百
九
十
笠

一
万
八
千
八
百
九
十
八
円
、
八
機
夫
一
問
、
警
官
小
学
佼
同
議
一
一
一
干
円
、
妙

軍
部
落
磁
十
九
名
一
平
七
百
円
、
王
寺
珠
算
検
定
試
験
合
格
者
有
志
四

横
浜
市
浜
野
呉
服
店
一
千
円
。
一
千
円
、
電
域
ケ
忌
鈴
木
せ
宮
よ
さ
ん

欝
僚
出
血
山
美
恵
子
さ
ん
九
百
円
衣
一
五
日
自
円
み
か
ん
一
籍
。

類
一
』
官
、
虹
ケ
浜
婦
人
会
衣
類
二

州
国
、
平
塚
カ
ト
リ
ッ
ク
協
会
議
十
一

V
皆
同λ
橋
下
の
家
庭?
f

二
日
官
、
Y
W
C
A衣
類
一
包
、
中
南
一
高
浜
高
校
生
後
衣
類
一
籍
。

病
続
前
原
関
誌
一
一
一
氏
火
鉢
一
一
個
、
双
一
曹
ニ
宮
心
泉
学
箇
〈
・

2
2・

葉
幼
稚
薗
衣
類
七
包
、
平
塚
桜
井
輝
一
操
子
ノ

i

ト
一
ニ
十
冊
・
鉛
緩
五

M
g
i

男
氏
足
袋
チ
供
用
一
ニ
十
足
、
結
水
小
←
ス
・
レ
ポ
ー
ト
問
問
酔
五
術
。
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慰
施
設
八
幡
に
建
設

市
は
、
平
和
へ
の
持
裂
を
あ
ら
わ
し
一
濃
い
樹
木
に
お
お
わ
れ
、
中
心
市
街
地

明
治
以
降
国
難
に
絢
じ
た
市
内
戦
没
者
一
を
見
お
ろ
す
地
点
に
あ
り
ま
す
。
応
募

二
千
柱
の
震
を
ま
つ
り
「
そ
の
功
績
を
一
希
望
者
は
次
の
嬰
領
で
。

後
世
に
伝
え
る
た
め
、
八
幡
山
公
霞
内
一
マ
応
募
資
格
・
と
い
ま
せ
ん
。

の
台
地
に
工
費
約
一
弔
万
円
で
鞍
問
問
者
一
マ
募
聾
ナ
る
図
案
・
用
紙
は

B
一
一
判
ケ

慰
霊
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
ン
ト
紙
を
使
い
、
平
菌
図
・
盗
図

ζ
の
窪
妥
図
案
の
募
集
を
間
開
始
し
ま
し
一
円
四
箇
〉
・
病
棟
図
ま
た
は
烏
か
ん

た
。
建
設
位
績
は
、
新
庁
舎
南
側
の
八
一
図
。
各
図
潜
色
の
う
え
甜
閥
単
友
説
明

播
山
公
歯
で
、
東
は
八
幡
神
社
第
内
に
一
を
つ
け
る
こ
と
。

(3) 



部土地改良事業補助金 (2 甑l徳助〉

八木路かんがい排水事業補勧金、

(37年度事業の 2 害事U) 県費婚勧土
地敬主主事業徳助金等追加、隆道事

業補助金追加、金西川水利調堅議

補助金追加、がんが排水機用電力

戦金補勧金。

cr魚市場事務所改造拡張事業費 100

万円、穏店街共同施設設護補助金

00分の 1 補助〉方向

豊富諮支出金関係・ 1 ， 991 方向を詩書額

①県立平塚職業訓練所用地取得霊童寄

付金 1040 方向(程寄付金総額1.560

万円のうち鰐 2 回分〉

②擦り と討し金・ 723万円特

開I企許甑?台所持車撞曹へ 713方向

(4) 第 í48 号〈第 3 種郵便物認可〉
力、4つ

12丹市議会定例会f立、今年度一般会計第 5次追加賀正予務と、特別会計、競輪襲業費第 3次、同盟

fîò鍵康保険纂幾重量第 l 次、問国農健康保険診療施設事業霊童第 1 次、!湾鰭塁悪水道事業費第 3ì;史、属都市

己主遊撃幾重霊祭 2 次、間務入工業地帯造成第 l 次、間草葺幾持済事幾重霊祭3 次、間市民センター重量第 2 次

各迫力日覇空:iE予算を可決し音量した。追加害賓i立、一般会計{こ 1 億3 ，200万円、特別会計分!こ 2鐙 3， 300方向

ほど、この絡菜、 12月来における平塚市の一般会計は 20億5 ， 300万丹、 4寺別会計は盟会計合鋒で、 36

鍛2 ，900方向とな也、ごれを合事事じた総体予銭湯撲は56億8 ， 300方向に選しました。

慰源 i立競織の収益増 ; 

今期追崎正予算の財源と、追加!
日ょをしたおも左卒業費は次のとお l
りです。 I

市税よ告収分2 ， 054万円}
:一般会計

f王で使用魁と ì~i帯手

数下斗等江告収分I.GG8 万円、照の l

支 iU金i啓 1 ， ij:18 万円、競輪競馬の収 l

益金活 7 ，.;1:62 万円などを財源iこ 1 億

3 ，?OO万円をj官民しました。支出予

算では民間ょう教青と建設にもつ l

とも:?し教育費に~，4S9万円、二L♂木

喜重!こ 2 ，4nn フゴロヨをj包額したほか、産

業開演裂に 1 ， 87:1万円、保健衛生重量

iこ1. 6め万円、諸支出金!こ1.991 TJ 
円、社会両社活係訟に1，221 万i f'l i9:

時こ1，011 万河を日しました。

立体交霊負授区分変わる i 
霊童消防重量関係省 124万円を活様 l 
lDィ{当初]lli主主主主出店誌に 82万円を言十 h

J 治防専門自主百校統線話鶏 1 塁購 l 花*/J、内のE走者主告
。入、消火せん新設遠藤原油区 5暴 l

|蕗教育重量関係・ 2.489 万円を増額
jf 迂 i山区 2 謀、神阪地蕊 3 '1喜志ど l

i ①市立学校護綴援に1.796 万F弓を追
纏建設郁子甘言十誼潟係費・ 2 ， 469 万円
治 | 加。花水!J\ >t浜E在中佼地取得1.11

①街路整備事業lこ1.650 万円をi阜加 93平方の第 1 fE1支払い分のほか、
?母岸関仲線舗装300m君主ど。 松原小屋内選童話場建霊気改修工事霊童

⑦排水路改良事業に945万円を追加 ! 大野中英術科教室と土沢中望書術軍司
幹線 7 号排水路(桃浜町-!{軍部丘| および殴護室の備品潜入費。

一花水!日間)改修 402m 分、排水!②市玉工学校、社会教育施設運営費lこ

路汚水流入による補償料など。 476 万円を追加。
③穏と河川改良に 242TJ同を)g郎、 i ③負担ヨ金扶助援などに33万円を追加
寺泊縄橋改築怒 9m x 7 ， 3m-. 寺田| 準要保護生徒給食費矯助金追加、
縄続ボーロン委託軒、座禅.11 1砂防| 全濁青年大会選手派選交付金、小
地域測量委託戦。 1 中学校交集作成交付金、保護鬼重量

③戦災土地区廼里喜怒事業負担金に31 生徒のめがね購入扶勧費など。
00万円を力口、 (本年度負担金残 I 重量社会事富社議関係， 1.212 方向を鑓

3 ， 8∞金万円のうち) 綴

⑤失業対策事業費に 198万円を繕額|①扶助費に1.012 万円を追加

⑤文化踏切立体交王室事業裂から 908 i 生活保護関係の坐活主主助費、住宅
万円を減額 ! 扶助費、教育扶助霊妻、主主療扶助費
工事中の主主化踏切主主体主主主空事業資! のほか、施霊童福祉関係の保宵所指

の負担底分が最終的に確定した結! 霞費、母子寮扱置費、身体控室害者

果、当初より国鉄負担分が1.300 i 務係の委託扶助設などにそれぞれ
万円程度多くなったため、今年度; 追加したもの。

問、

③その他・ 46万円

人権擁護委員会補助金、返還金主

ど。

競輪の好調続く

今期競輪事業費に 2

:竺害竺計; 億1，785 万円、留保
2会計に 101万円、館現水道会計に

〆 158万円、 都市改造会計に1.441 万

円を追加、農業共済と馬入工業地稽

造成再会計からは若干の減額を行な

いました。

瞳車競輪事業費・車券売り上げ、競輪

場使用制等の増加分を慰源に 2 億

1.788万円を増額

①競輪運営霊賓と施設繋備工事費に 1

罷霊 7 ，576 万円を追加。

(])一般会計の財源 iこ ι209 万円を追

加。これで競輪事業会計から一般

会計の財源に送り込む収益の総額

は 2億 9 ，109 万円と君主りました。

重量潜務水護者事業費・工事収入増加分

等を慰霊震に 158万円を封書額

①貨物自動購入費に55方向日台〉

②給水工事関係費等に79万円を追加

盟量都市改造事業費・一般会計からま

わした 713万円のほか、閣と照か

らの徳助金 71吉方向を財源に、1.9

91万円を増額

①土地施設整備事業に1.199 方向追

方日馬入工区銀装新設工事 630m、

馬入工区幹線排水路新設工事150

m。 各工事i反排水設置、間街路築

滋、同整地工事( 1. 550 立方m)

仮設住宅整備工事。

②その他・土地区圏整理審議会委員

選挙関係3皇、須賀北工広E話地確定

測量委託料など。

写棄はすすむ文化踏切立体交豊重工事

としたもの。これによって、本立| 民生委露滋露霊堂C13人分)保育所|
体交羨事業費 2 億1.444 万汚味、 | 、共闘作業所等量草営費追加、若人| 土地改良iこ677万円
国鉄負担 5 ， 396 万円、市負担 1 億| 福批顎係運営費追加。 I 怒農業経演重量関係. 1. 873 万円を増

6 ， 05臼万円で出し合うことになり j ③負担金補勧金等に27万円を追加 | 額
市は、 88年度に色，200万円、 39年 l 精神薄弱者育成大会助成費、平塚;①協同組合平塚給食センター建設費

度に 5 ， 960 万円、 40年度 891万円| 市幣没者慰霊施設建設準備委員会| 補助金1.∞0 万円(建設費 8 ， 000

を支出することにな D まじた。こ| 交付金、街灯設頴維持費補助金追| 万円lこ対ナる補助金〉

のヱ事は計画どおむ昭和40年 sn i 郎君主ど。②ニ土地改良事業iこ 677万円を追加、

認成の予定。，綴保健衛生清掃費関係・1.680 万汚| 金百!日治岸土地改良事業補助金
縫 反当円補助〉馬入土地敬良事業

①涛討委託料等に追加1.678 万円、 ; 補助金{稽償費・王瓶事務費)大

大拘清掃作業所ボイラー委託斜、 | 怒土地改良事業繍勧金(事務貿信

し攻清掃委託料 ! 維持管理費・主筆記事務費〕重量泊か
必衛生用自動車購入iこ 55万円 j んがい排水盟主鉄関連団体営事業補

そ族昆虫駆車生用機械等遵搬車 1 台 i 助金(年度事業費 2 劉)栢模111 i1百

予算規模56!窓会へ

各会言!日Jの予算額は次のcおりと

なりました。

マ一般会計・今問 1 億 3 ， 200 万円を l

追加、予算総額}立20億 2 ，300 万円 i

マ特別会計・今続競輪事業に 2 億

1，700 万円、区保事業!こ63万円、

国保診療がゆ設著書業!こ38万円、筒親

水道宮!こ 158万円、都市改造事

業にl.441 万円をそれぞれ渇加、

馬入工染地搭蕊境事業と農業共済

事業行司会計から 122万円を減額し

た結果、特別会計の合計予算額は

お長室 2 ， 0no万円となりました。

12月末における各会計協の予算額 l

i大のとおり。

2 ， 92õ 方向

方向

同保占禁会計 。 1 億 0 ， 590 :万円

「伊治療施設亨業会計 白 万円 1

1た務水、迂手設会言1 ・ 2803万円|

都市改造芦議会計 ‘・ 2781万円

馬入工業地帯道成会計 7543万円

農業尖諸事業会計ー 3930万丹

市民センター窓会計0 ・ lí:-n万円

〉く×
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、

た
ば
こ
が
原
因
の
王
康
に

損
害
額
一
一
一
千
万
円
も
多
い

\.、

ニ
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
扇
、
金
調
出
い
っ
せ
い
に
、

防
運
動
に
は
い
り
ま
す
。
一
一
一
月

1

四
月
は
、
間
関
状
乾
時

間
酬
な
ど
に
よ
っ
て
、
防
火
上
最
酎
臨
む
条
件
を
む
か
え
、

や
ナ
い
時
期
と
い
え
、
各
一
規
と
向
ょ
う
、

につし、て

臨し EK汲み取り函数について
鶴湾捕手数料について
騒その他清帰作業に関すること

l ,dl J.'lldJJH 



地
帯
に
移
り
か
わ
り
つ
つ
あ
る
。
乙

の
閥
、
五
年
の
あ
い
だ
に
ぷ
厚
木
か

ら
平
塚
市
の
潟
入
に
か
け
〕
志
の
一
ム
山
南

業
ラ
イ
ン
と
し
て
結
び
つ
く
可
能
怯
(
産
経
新
開
聞
記
者
〉

は
十
分
あ
り
、
名
実
と
も
に
白
寄
れ
る
。
い
ま
の
射
引
割
引
沼

襲
業
の
基
幹
と
な
る
巨
も
間
近
か
は
手
い
っ
ぱ
い
。
一
度
に
押
し
ょ
せ

レ
て
く
る
工
場
従
業
員
の
住
宅
鴎
題
、

た
だ
わ
た
く
し
た
ち
の
巨
に
は
、
ま
た
そ
の
子
弟
の
就
学
問
題
、
か
ず

一
甘
く
さ
舎
の
こ
と
を
考
え
ず
に
、
土
か
ず
の
課
換
を
一
つ
ず
つ
解
決
し
て

わ
ず
か
十
年
守
ら
い
前
ま
で
は
、
に
あ
た
り
、
道
路
網
の
建
設
、
問
地
協
の
商
勝
!
i
つ
ま
り
投
時
的
に
手
こ
そ
は
じ
め
て
平
塚
市
が
誇
る
ヱ
議

雑
草
が
お
い
し
げ
白
、
健
ぷ
み
も
ふ
道
成
に
乙
も
な
う
い
ろ
い
ろ
な
事
業
六
社
が
一
一
一
、
一
万
波
立
す
翠
民
が
ふ
え
て
い
る
よ
う
に
閉
山
地
に
生
ま
れ
か
わ
る
こ
と
が
で
哲

り
む
宮
も
さ
れ
な
か
っ
た
平
塚
市
馬
を
施
工
、
公
団
側
も
と
の
建
設
状
況
二
千
悶
で
一
千
一
万
八
千
七
百
余
平
等
っ
て
い
る
。
数
百
年
も
父
ね
伝
来
ろ
ゐ
で
あ
る
。
戸
川
貞
雄
前
市
長
が

入
山
ぞ
い
の
ド
プ
つ
回
。
時
代
の
劉
と
に
ら
み
合
わ
せ
日
本
国
内
の
有
名
方
針
ぞ
開
回
収
最
近
六
社
共
聞
で
工
場
で
耕
や
し
て
い
る
農
地
を
ム
ザ
ム
ザ
い
う
競
輪
態
禁
論
。
年
簡
四
億
円
以

%
を
あ
び
一
躍
工
業
地
帯
に
の
し
あ
工
高
閣
を
対
象
に
、
第
一
次
の
公
募
に
建
設
の
起
工
式
を
あ
げ
、
ひ
吉
つ
づ
手
法
な
す
農
民
た
ち
。
百
年
の
大
計
上
の
収
入
は
戦
災
都
市
に
と
っ
て
こ

が
り
、
神
奈
川
県
い
平
日
本
の
産
業
の
り
出
し
た
の
は
昭
和
一
一
一
十
七
年
四
い
て
第
一
一
一
次
公
募
の
絡
着
も
一
一
一
月
中
を
た
て
た
う
え
で
あ
っ
て
く
れ
れ
ば
の
う
え
も
な
い
磁
力
だ
。
た
し
か
に

の
動
訴
に
な
ら
ん
と
し
て
い
る
。
月
だ
っ
た
。
応
募
し
た
数
十
社
を
厳
に
確
定
す
る
予
定
だ
と
い
う
。
よ
い
が
i
l
終
戦
一
間
後
の
農
協
閤
開
放
ほ
か
の
都
市
に
く
ら
べ
復
興
が
問
中

欝
都
額
整
備
法
の
適
用
で
工
業
宙
望
な
資
格
審
査
や
事
業
内
容
で
ブ
ん
こ
れ
で
同
宿
泊
に
建
設
さ
れ
る
工
で
た
く
さ
ん
の
回
熔
を
小
作
農
に
開
く
、
道
路
、
学
授
は
ぞ
く
ぞ
く
建
設

地
に
指
定
さ
れ
た
潟
ス
、
八
桝
の
四
イ
に
か
け
、
そ
の
う
ち
の
十
社
が
決
場
は
す
ペ
て
決
ま
る
が
、
第
一
次
公
放
し
た
一
地
主
た
ち
に
一
ま
つ
の
詞
時
四
さ
れ
た
。
こ
の
競
輪
も
い
つ
か
は
廃

十
五
万
八
千
一
一
一
百
平
方
針
の
土
地
、
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
三
二
一
一
平
方
針
あ
募
か
ら
第
一
一
一
次
公
募
ま
で
合
わ
せ
る
を
す
る
余
地
は
あ
る
。
止
の
運
命
に
あ
る
が
、
こ
の
財
源
に

世
の
中
の
容
闘
に
つ
れ
こ
れ
ほ
ど
ま
た
主
ハ
千
五
百
円
で
一
千
八
万
九
千
と
一
一
ナ
数
社
が
こ
長
年
の
あ
い
だ
相
撲
川
は
む
か
し
か
ら
水
最
が
豊
か
わ
る
も
の
が
、
こ
れ
ら
進
出
し
て

で
移
り
か
わ
る
と
は
だ
れ
し
も
想
像
七
百
八
京
平
方
れ
を
買
収
、
す
で
に
川
に
操
業
を
い
っ
せ
い
に
開
始
す
石
こ
か
で
、
い
ま
で
も
京
浜
地
方
に
給
水
く
る
工
場
群
の
顕
一
定
蚕
態
語
だ
。

が
つ
か
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
o
m

岡
市
の
第
一
セ
メ
ン
ト
会
社
、
東
京
と
に
な
る
の
で
、
工
業
都
市
平
塚
に
し
て
い
る
。
地
の
利
と
工
薬
用
水
の
明
年
度
か
ら
一
一
一
か
年
計
爾
で
市
は

昭
和
一
一
一
十
周
年
工
業
団
地
造
成
の
た
都
内
の
株
式
会
社
沼
井
製
作
所
、
東
大
吉
く
前
進
ナ
る
こ
と
に
本
る
わ
け
取
水
状
況
を
あ
わ
せ
と
の
山
の
沿
岸
緩
業
構
造
設
議
事
業
に
と
り
か
か

め
臼
本
住
宅
公
窃
か
関
係
地
主
か
ら
洋
軌
材
会
社
の
一
一
一
社
が
壕
議
を
は
じ
だ
。
に
ズ
ラ
リ
と
犬
小
さ
ま
ざ
ま
の
工
場
る
。
糧
援
護
軍
法
に
の
っ
と
り
、
額

一
ニ
、
一
一
一
平
方
れ
あ
た
り
一
一
手
間
ア
ラ
め
、
警
の
ー
註
も
い
ま
ヱ
場
建
設
ア
察
団
地
の
震
に
と
主
い
隣
が
操
業
す
る
あ
り
さ
ま
は
み
ご
と
だ
業
、
ヱ
語
草
案
、
と
醤
警
の
格
援
を

ス
ア
ル
フ
ァ
!
四
百
五
十
河
で
潔
い
に
急
ピ
ッ
チ
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
援
の
四
之
宮
、
神
田
地
区
の
箆
村
地
街
地
遥
成
に
と
も
な
い
工
業
人
口
本
く
そ
う
と
い
う
の
が
ね
ら
い
。
し

あ
げ
、
当
時
と
し
て
は
か
な
り
高
額
、
こ
の
ほ
ど
第
二
次
公
募
も
終
わ
り
、
区
も
大
宮
本
あ
お
り
を
う
け
、
工
場
は
急
激
に
摺
加
す
る
も
の
と
予
想
ざ
か
し
こ
の
事
業
も
毎
年
平
鈎
千
ヘ
ク

こ
の
た
め
農
民
の
な
か
に
は
に
わ
か
タ

i
ん
の
農
地
が
、
工
場
建
妥
街
地

成
金
と
な
っ
て
湯
水
の
よ
う
に
震
い
と
し
て
つ
ぶ
さ
れ
る
の
で
、
は
た
し

て
こ
の
事
業
は
霞
綴
ど
お
り
進
め
ら

れ
る
か
ど
う
か
i
i
と
市
関
係
者
さ

え
ジ
レ
ン
マ
に
潜
ち
入
っ
て
い
る
。

デ
パ
ー
ト
の
進
出
に
対
処
す
る
商
店

街
の
振
興
潟
両
国
に
し
て
も
同
じ
こ
と

が
い
え
るe

m
野
建
設
掲
の
提

鳴
し
た
弱
額
百
万
都

市
の
中
心
地
に
約
さ

れ
た
平
塚
市
に
は
、

D

っ
ぱ
な
ヱ
業
地
場

が
ほ
し
い
。
こ
の
た

め
あ
る
程
度
、
他
産

業
の
出
血
は
や
む
を

え
な
い
が
、
も
う
す

こ
し
共
存
共
栄
策
が

必
嬰
で
あ
る
。
こ
れ

に
は
加
藤
平
塚
市
長

の
手
続
に
た
よ
る
以

外
に
は
な
い
。

は
も
街
む

遠
く
場
ぞ

発
い
ヱ
の

の
て
の
を

業
え
と
地

エ
か
品
開
叫

る
を
廠
業

け
格
薬
工

お
性
火
入

に
の
…
篤

塚
按
絞
ら

平
平
の
か

第 148 号

(4) 

こ
れ
は
、
平
塚
に
駐
在
す
る
新
聞
記
者
・
放
虫
記
者
の
自
に
う
つ
っ
た
平
塚
の
一
閣
で
晶
る
。
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生ワクチン倒産線 一言?各22f誌

H 22日 活公民吉宮、吉沢小学佼、

富士見公民館

h 24 日[ 但村公民館、[日沼之主宰公

民館

グ 25日 松館公民館、叩頭公民館

1126臼 見附台演道場

If 27日 裕司民公民館、須賀公民館

欝時間・各会場とも午後 1&寺30分か

G3 時まで

まれた子と生後まだこの注射を­

E主も受けていない子( 3 臼接種均三 i 

必翠〕②第 2滋昭和37年 5 月 18

から37年10月 318での聞に生まれ:

た子で昨年春lこ第 l 綴 3 百]の注射

を終えている子。(今回 1 聞の接

種でよい〕。

畿料金@ひとり I回について50円でナ

霊童巡翻日程・・ー・

2 月 208 金目小学校、土産量小学校!

岡崎慶協

グ ::1 日 城島公民館、豊田公民館

金田公民館

だ子。一切無担でナ。

巡回日程 。

※接窪日-

ﾟ 17日 見約台貴"芸童謡
※判定一一

1/' 19日 見附台剣道場

聾重野寺罪司 e 午後 1 時30分から 3 時まで

11111111111111111111111111111111111111111111 

官民せきとジフヂリヤ
露軍対象!尼‘こD第 1 菖耳昭和38年 5 月 1

白から38年10月 31B までの習に竺

ツベ Jl-ク 1) ン接種

覇軍対象児・昭和33~4 月 2 釘から詔

南口38年 6 月初日までの潤iこ生まれ

第 1 草壁住宅 (10.9坪)

瀦
住
宅
・
①
第
一
種
穏
湯
船
火
早
家
建

て
岱
宅
一O
戸
ハ
六
畳a
四
畳
半
@

一
一
一
昼
・
物
議
(
浴
雷
口
・
台
所
、
予

定
車
質
問
一
一
一

0
0
内
)
、
②
第
二
趨

情
間
開
明
耐
火
平
家
建
て
住
宅
一
一

O
戸

(
ム
ハ
長
命
崇
半
・
物
騒
容
窓
口
'

台
所
、
予
定
家
賃
一
ニ
六

O
O
円
〉

醐
醐
回
地
e

万
宙
開
呂
塚
団
地
ハ
沼
地
区
・

神
奈
中
パ
ス
山
下
回
目
一
一
宮
一
行
ま
た

は
湘
南
平
一
灯
下
万
田
下
車
五
分
)

畿
応
募e
①
王
将
護
者
は
一
一
月
一
一
六
日
か

ら
一
一
一
月
六
日
ま
で
の
聞
に
市
役
所
正

面
玄
目
指
か
支
所
・
出
張
所
で
申
し
込

み
用
紙
を
受
け
取
り
②
三
月
六
日
か

ら
八
日
ま
で
の
=
言
問
午
前
九
時
t

午
後
四
時
ま
で
の
罰
に
、
議
事
蛍
議

一
会
談
窓
の
特
設
窓
口
へ
申
し
込
む

と
と
。

擦
問
せ
ん
・
一
五
万
八
日
午
前
十
時
克
明
町

台
武
道
場
で
公
調
抽
せ
ん
の
う
え
、

入
居
者
を
決
定
、
入
居
は
、
住
宅
が

完
成
す
る
六
月
下
旬
以
後
の
予
定
。

礎
入
居
資
格
・
②
市
内
に
一
年
以
上
居

住
しw
②
同
居
す
る
親
援
が
あ
り
、

③
入
居
す
る
鶏
援
の
月
収
の
合
計
額

が
第
一
種
で
は
二
万
円
を
こ
え
一
一
一
万

六
千
円
ま
で
、
第
二
壊
で
は
一
一
万
円

以
下
で
家
賃
の
支
払
え
る
者
で
④
住

宅
問
題
で
濁
っ
て
い
る
人
で
あ
る
こ

と
。

事 13
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(6) 第 148 号
力、て::>昭和 39 若手 2 月 10 民

吉田殿J とよんだがそれが家擦の
命名であったかどうかはわから

No，94i ない。初めはある遊休建物を利
用したらしいがのち新築した。
豊富長元年とも駿長 14 年ともい
う。

家康は殊のほかとの旅館を好
みE重々止宿叉は滞留した。ある
宿泊の夜側近が庭先きに怪しい
人影を路たのでそのよしを伝え

平塚駅前から伊勢原行のパス;ると彼は全く重量に介せず盟主主主主璽
に乗り「中路御殿J とよぷ停留 践と寝ていたという。しかしそ

宮駅こ 2 ∞m ほど行く l の夜御殿に賢いた銀の茶設が盟主
小学校がある。その まれていた話なとお記にのこっ

敷地が中線御殿のあったところ j ている。
である。該地は大工E2 年の測量量 i 家康の死後遺重量査を久能山から
図によると東簡約 182m 南北約!日犯に改葬のおむことに}治し

136m. 間霊童には約11m 編の綴;たこともある。こうした由緒が
跡を害していた模様である。い あるので幕府は寛永17年 C1640
までも瀦跡はいくぶんくぼんでけに湾建している。中E草笛役人
いるように見受けられる。の手主コ緩に「明麓三留年御殿童書
天1E18年 G5由0) 7 月号車東八[草 i払ひJ とあるから潤年(1657

償額の大守となった徳111家擦は 〉取星空ち江戸表へ移送したもの
7 月末'j'\E宮原を発し 8 月 1 日虫色:とおもわれる。そのと曹鶴殿の
めて江戸に入城した。その折佼褒門は隣域南原村の普徳寺に軍事
が中原の主主を通過したことが00' 察したとひろく{伝説されてい
録』このこっている砂中擦の地に i る。この山内は闘すべきE吉色を
あった建物、俵令ば童書〈やかた 帯びて現存しているが、昨年墨書
〉のよう衣ものであったか寺院巳東学院大学工学部建築季五教授足
であったか明瞭でないが、そこ t 立一部先生は一覧後「ζの山内
に翁治の箆を得たとも考えられ;の造立年代は江戸時代初期とー
る。のち彼はここに題物をっく lC;認申られるが構造はあくまで
む江戸府と綾府往来の旅館とし j 寺路線式である。」と諮ってお
た。 r中原豊富殻j 又は「霊童幾重晋 られた。

市教養家俸の第II窃新年婦人のつどいl土、
1 汚248市民センターホーんに市内50を数
える各婦人童話体から 756名が参加してひb
かれました。市長 e 市議会議長・教育長・
集畿など関係者の9lJrc苦するなかで、元サン
デー毎日編集長・評論家松田品、み子さんの s
議主輩、平婦連会員のコーラス中華芸能発表な
どがあって盛舎でした。

(写真は美しく敏 3~主婦たち〉

原御屋建跡

議瀦慎吾

雨
が
降
る
と
汚
こ
の
こ
と
ど
一
援
団
聞
の
と
け
る
道
路
に
あ
る
渋
川
が
ほ
と
ん
ど
何
し
ろ
ま
つ
く
ら
で
ナ
。
早
急
に
な

お
答
へ
…
お
り
。
本
道
路
の
舗
装
っ
か
本
い
。
と
く
に
こ
の
道
路
は
、
お
し
て
ほ
し
い
。

水
が
あ
ふ
れ
る

と
あ
わ
せ
て
排
水
計
鴎
を
た
て
て
お
夜
の
路
上
駐
車
が
多
く
、
ぶ
つ
か
っ
〈
袖
ケ
浜
・
鈴
木
総
一
〉

中
京
・
機
部
生
産
工
業
所
E

、
一
一
一
十
九
年
度
に
予
算
計
ょ
の
予
て
け
が
で
も
さ
れ
る
と
大
変
だ
と
付
、

E
i
-
-

ど
指
摘
の
一
街
灯
は
市
が

書
道
東
浅
間
車
線
か
ら
定
で
す
。
で
嘗
う
る
篠
宮
人
は
訴
え
て
当
時

1…
蓄
し
た
も
の
で
は
な

泉
水
道
事
務
所
前
を
へ
て
、
宴
会

m
p

雲
洞
の
患
に
添
え
る
時
X
#

民
イ
4
2
4げ
い
る
。
高
嵐
荘γ〈
土
地
」
見
町
会
副
議
の
も
の
で
す
。

選
へ
混
ず
る
市
童
、
雨
露
る
と
ょ
う
善
処
し
ま
す
。
時
ば
時

D
g
b
袖
ケ
浜
町
会
霊
童
さ
ん
に
ど
一
戸
警
護

震
が
あ
ふ
れ
、
歩
行
は
困
難
と
な
門
建
設
器
地
の
ろ
附
交
霊
ま
で
の
関
え
ま
し
た
と
こ
ろ
、
重
に
修
理
ナ

君
、
汚
水
は
エ
議
内
に
ま
で
流
れ
こ
噺

3
k

却
で
気
の
つ
い
た
十
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

ん
で
付
近
で
は
腐
っ
て
い
る
。
下
水
町
三

y
j
E

時
本
の
外
灯
の
う
ち
門
市
民
藍

が
惑
い
た
め
と
思
う
が
市
は
改
修
し

d
l
d

メ

}
4
I

間

3
A

子
点
灯
し
て
い
た
の

e
N統
計
上
二
一
月
は
、
脅

て
い
る
か
ど
う
か
。
葉
市
民
の
蜜
駅
南
口
通
む
の
外
は
三
本
だ
け
。
霊
が
な
い
の
は
一
掃
議
…
事
恐
喝
事
件
が
ふ
え

議
に
こ
た
え
、
一
時
も
皐
く
改
善
し
か
所
だ
け
で
あ
と
は
電
践
が
切
れ
て
る
時
間
閣
で
す
。
も
し
被
害
を
受
け
そ

灯
が
つ
か
な
い

で
や
つ
だ
ほ
し
い
。
い
る
の
で
は
本
い
か
。
だ
れ
か
管
緩
う
に
な
っ
た
場
合
は
、
た
め
ら
わ
ず

(
松
風
防
・
名
倉
億
診
叡
か
ら
扇
松
を
と
お
っ
て
海
岸
へ
ぬ
者
喜
ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ

V
E
-
-
-警
察
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

川
引
開
1
1
i

融
噛
単
一
辺J
f
ト
1

7
-一J
4
7パ
v
f

<,. 

る

つながるは…ー かで学はなまう扱だと時かつilÍるがナす:… m 談
けつどか、:ぉ= 。嘗授、いくでいちんもりて所とあ。ぐ i 筒 i 皇室

入「輯量生 1却、3481 るてうらと i 容: 毛町三どよさすにに怠あでしの宮る気人 i い:で
|こししでの iλi よ主主のうも J さは状るなま子爵とにを

世帯輯韓 28.191 I とまてしおいー う惑ょに、鈴れ、態のくうにゃないな長子つ

市域面積 67 酪km21 ZZ 量主主主霊 長主主 Z 量君主完若手芸宅宅語 5 主 Z 雲言義
人口密度 3 脚|警忠孝 J 主主主 毛字事 Et 三至急妄巧室六左官李白票芸品襲
輔月比・世宇野土器 1171 す懸苧はl'l1れら し友をに 司副醐脇船 尾華社i で。とあ烹人泊、

i 出J:こ譲る{中 、J だしは援額藤毅綴務負 ゃ いし志望買とるかで
人口働社会培 294 自然増田 j 寝室の警線組 よちた家議欝饗建設平協匂時なくになのゑナ

i みに子ナ長田は うがらで欝畿ζ『ぞ首曜夜ばぐ、いとでく
庁 74 ， 156 (世待18 ，目。! 磯路弘二議轍聾

大野 23，悶(" 5,147) i ツがの入るいもすた思いい曙護i長童謡鑓手強 まとのすめに乱分がうとま
:とあ番れだ場と 。ざうるつ w滋審議ぬ緩鐙轟轟鰭イ「 わいと 。る君主義のまなにず

神調印帥 C" 1,130) i � v 諮てけ合めまれ存たも 犠よ鞠議繁華{欲う話ま、ら事思ま子設相
報島 1 ，899 (" 3胡〉!なま ø ゃ与にるたな分め押 噂私書L轄す1襲 撃性ぢたとな t うには意子年小

|どす中るよも気続い広にえ 素質にこいい、主湾住しさの学
朝時四3 (11 2~7~ 1 c:: :~にと E で持 V のげ自つばらがいはさな婦のつううと自長て々まん努校
金問 2，捌 C" 組) I 。聖是主主喜 E 言 Z 主主宮守警雪話告をおき言足雪主主君是主主主長子題
担 5，田9 (11 1.193) I ばつナえま十もう気いれいしまにがいでにいったも相替なるてう男

12::;::::;:;l 喜美 EtZ22量諸説3522襲警読む 5 吉宗 i 京高官 iz
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江戸高寺代米灘、長谷川蜜皇室古守郎、たと伝える中原宿と

中原御織のE謹…L 、まζこに帝王立中原小学校がある。
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窃衛生研究所衛生昆虫部長
期応奈五二郎民〉②地域活
動のすす密かた〈神奈川県
議化推進望書麗会本部主幹鏑

野義男氏
・①38年度書量化運動優
本(港地区議化捲議室芸

員会、金泊中生徒会〕②向
環境衛生優良地区組織〈詩書

衛生協力会第 1 底、沼衛生
連絡会〉③間清掃事業優良

従事者〈江南清掃渡辺一憲
氏、みなと衛生斎藤長次民
江南清掃軍基松美知子ざん〕。

〈零漢は表彰ã;受ける金主旦中生後会〕


